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名古屋民俗研究会代表交代のことば
伊　藤　良　吉

　2019 年の 11 月に名古屋民俗研究会が私の１年遅れの喜寿の会を催してくれました。1 年遅れにな
ったのは私が拒んでいたからです。会の刷新を図るからという大変うれしい話しが舞い降りて私は受け
ました。その宴席のなかほどには喜寿の会をコーディネートしていただいた服部誠さんの計らいで泡盛
の古酒壺が据えられ、私をはじめとする猩猩たちが群がり大いに酔い痴れました。どれだけ飲んでも飲
んだ分だけ継ぎ足せば、古酒の仕次ぎができ、残量を気にしなくてもよいのです。

喜寿の会の翌月には新型コロナウイルス感染症が中国武漢で確認され、20 年 1 月にはわが国でも感
染者が確認されて、あっという間に感染症の世界的流行となりました。この年は日本民俗学会年会の当
番を愛知大学の印南敏秀さんが受け､ 東海民俗研究発表大会参加団体が実行委員に加わっていました。
年会を通常の対面式で行なうかオンラインで行なうか学会本部も実行委員会も判断に苦慮しましたが、
年会実行委員長副の服部さんと年会事務局長の小早川道子さんたちが中心となって綿密な計画のもと、
無事オンライン開催にこぎ着けることができました。翌 21 年は本会が東海民俗研究発表大会の当番に
なっていました。この時、小早川さんが本会の事務局長を正式に受けてくれました。この会もオンライ
ンで行なうことができたのは、服部さんや小早川さんの奮闘によるものでした。

これらのことがあり、会の新体制が本格的に検討されるのは 21 年になってからのことでした。会計
はすでに神谷幸夫さんから大野麻子さんに引き継がれており、今まで会計、庶務担当の小林弘昌さん、
事務局の私がそれぞれ管理していた会員名簿は大野さんの提案で統合され１本になりました。今まで不
都合のあった会の情報伝達もこれからは円滑に進められることと思います。会の新代表は皆さんの説得
によって服部さんが引き受けてくれることになりました。誠にありがたいことでありました。会の代表
と事務局はこれまで私がやって来ました。名古屋民俗研究会の発足は 1971 年ですが、その前身である
美術文化史集談会（後に美術文化史研究会）民俗調査グループが発足したのは 1965 年のことですから、
通算 56 年の長きにおよびます。ここまでくると、会員の皆さんもどの段階で交替を話し合うかタイミ
ングを諮りかねたことと、今になって申し訳なく思います。

21 年 12 月には代表服部さん、事務局長小早川さんの体制で会の役員構成と担当者が検討されるこ
とになり、22 年６月の第 52 回東海民俗研究発表大会（当番は三河民俗談話会）代表者会議に報告さ
れました。本会は私一代で終ることなく、若い力を結集して受け継いでもらえることになりました。有
り難うございます。これからも宜しくお願い致します。

我が家の猩猩壺にも瑞泉 10 年古酒 43 度の仕次ぎをする時期が近づいてきました。




